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岡
垣
の
庚こ

う
し
ん申
塔
と
庚
申
信
仰岡

垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
石
田
健
次

　
庚
申
塔
は
、
庚
申
信
仰
の
庚こ

う
し
ん
ま
ち

申
待
を

３
年
18
回
行
っ
た
後
に
、
供
養
塔
と
し

て
造
立
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
こ
の
庚
申
塔
は
、
岡
垣
町
で
は

こ
れ
ま
で
に
37
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
造
立
年
が
分
か
る
庚
申
塔
は
す
べ

て
江
戸
時
代
に
造
立
さ
れ
て
い
る
。
塔

に
刻
ま
れ
て
い
る
碑
銘
は
「
庚
申
塔
」、

「
庚
申
尊
天
」、「
猿
田
彦
天
」、「
猿
田

彦
大
神
」
な
ど
が
あ
る
。

　
造
立
年
が
分
か
る
も
の
の
う
ち
、
岡

垣
町
で
最
古
の
も
の
は
、
野
間
の
須
賀
神

社
の
下
に
あ
る
庚
申
塔
で
あ
り
、
江
戸

時
代
前
期
の
元
禄
９
（
１
６
９
６
）
年
に

造
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
原
区
に
あ
る

庚
申
塔
は
、幕
末
の
文
久
２
（
１
８
６
２
）

年
の
も
の
で
、
そ
の
後
に
造
立
さ
れ
た
も

の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
庚
申
塔
は
、
明
治
初
期
に
邪
教
で
あ

る
民
間
信
仰
を
禁
止
す
る
政
策
の
淫い

ん
し祠

の
禁
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
造
立

さ
れ
な
く
な
っ
た
。
岡
垣
町
で
も
明
治

以
降
の
庚
申
塔
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
庚
申
信
仰
と
し
て
は
続
い
て
き
た
。

　
庚
申
信
仰
と
い
う
名
は
庚か

の
え
さ
る申
と
い
う

干え

と支
に
由
来
し
て
お
り
、
庚
申
の
年
、
庚

申
の
日
を
縁
日
に
す
る
信
仰
で
あ
る
。
昔

は
、年
月
日
は
十じ

っ
か
ん干（
甲
、乙
、丙
、

丁�

…�

…
）
と
十じ

ゅ
う
に
し

二
支
（
子
、丑
、

寅
、
卯�

…�

…
）
の
組
み
合
わ

せ
で
決
め
て
い
た
。
庚
申
は
こ

の
組
み
合
わ
せ
の
一
つ
で
あ
り
、

60
日
に
１
回
、
１
年
で
は
６
回

巡
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
庚
申
待
と
は
、
庚
申
の
日

の
夜
に
人
々
が
夜
を
寝
ず
に

過
ご
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

庚
申
の
夜
に
な
る
と
、
人
の
体

の
中
に
い
る
三さ

ん
し尸
と
い
う
虫

が
体
か
ら
抜
け
出
し
て
、
そ
の
人
の
罪

過
を
天
帝
に
報
告
に
行
き
、そ
れ
に
よ
っ

て
そ
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
た
め
早
死
す

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
三
尸
の

虫
が
抜
け
出
す
の
を
防
ぐ
た
め
に
庚
申

の
日
は
寝
ず
に
い
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
民
間
道
教
の
三

尸
説
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
写
真
の
庚
申
掛
軸
は
、
長
さ
160
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
41
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
作
ら

れ
て
お
り
、
鮮
や
か
に
彩
色
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
掛
軸
は
、
山
田
区
で
行
わ
れ

て
い
た
「
庚
申
様さ

ま

」
の
本
尊
と
し
て
祀

ら
れ
た
も
の
で
、
平
成
の
初
め
頃
ま
で

こ
の
行
事
は
続
い
て
い
た
。
掛
軸
の
中

央
に
は
、
邪
鬼
を
踏
ん
だ
一い

ち
め
ん
ろ
っ
ぴ

面
六
臂
の

青し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
像
が
本
尊
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
本
尊
の
右
の
上
手
に
は
三さ

ん
こ
さ

股
叉
、

中
手
に
剣
、
下
手
に
矢
を
持
ち
、
左
手

の
上
手
に
は
法
輪
、
中
手
に
は
シ
ョ
ケ

ラ
と
い
わ
れ
る
女
人
像
の
頭
髪
を
つ
か

ん
で
下
げ
て
お
り
、
下
手
は
弓
を
持
っ

て
い
る
。
本
尊
の
左
右
に
は
侍
童
の
姿

が
あ
り
、
軸
の
上
方
に
は
日
と
三
日
月

が
、
下
方
に
は
雌
雄
の
鶏
、
御ご

へ
い幣
を
か

つ
い
で
い
る
２
猿
と
４
鬼
像
が
描
か
れ

て
い
る
。

　
庚
申
に
求
め
る
御
利
益
は
不
老
長
生

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、五
穀
豊
穣
、

豊
漁
・
海
上
安
全
、
商
売
繁
盛
、
家
内

安
全
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
前
述

の
野
間
の
庚
申
塔
の
前
で
は
干か

ん
ば
つ魃

の
と

き
に
、
雨
乞
祈
願
が
行
わ
れ
て
い
た
。

▲岡垣町最古の庚申塔

▲青面金剛の庚申掛軸

新岡垣
風土記
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国際交流
International�Relations

カルチャーショック！

カンガ交流

国際交流員ダニエ
ルの

　海外旅行や外国人と交流するときに習慣や文化の
違いに驚いたことはありませんか。私も母国とは違う
いくつかの文化に驚いたことがあります。
　1つ目は、以前同僚だったインド人の男性と一緒にレス
トランに向かっているとき、その同僚が突然手をつない
できたことです。インドでは男の友人同士で手をつなぐこ
とは普通だということを、その経験から学びました。　
２つ目は、初めて日本に来たと
きに行ったうどん屋で聞こえた

「ズルズル」という音です。日本
では音を立ててうどんを食べる
のは当然のことで、これもまた
勉強になりました。ちなみに、オーストラリアでは食事中
に音を立てるとマナー違反になるので気を付けましょう。
　今回は、皆さんが驚きそうなオーストラリア人の行
動を紹介します。

　オーストラリアでは、場所や季節に関係なく裸足で歩
いている人をたまに見かけます。裸足での散歩を体験
したい人は、夏の日のアスファルトなどは避けましょう。
服のセンスは日本語でいう「玉

ぎょくせきこんこう

石混交」の状態です。も
ちろんセンスが良い人はいますが、服のサイズが体形に
合っていない人や寒い日に半袖・半ズボンを着ている人
も珍しくありません。冬でも薄着をしている人はきっと
何か不思議な能力を持っているのだと思います。私の
父も年中半ズボンを履いていましたが、そのスーパーパ
ワーを私に分けてはくれませんでした。
　スーパーマーケットでは、会計前にジュースを飲んで
しまう人やキャンディーを食べてしまう子どもたちをよ
く目にします。また、売り物のブドウを勝手に試食して

ファッション・買い物

から買うかどうかを決める人もいます。試食が許され
ているわけではないと思いますが、店員が見ているこ
とに気が付いてもつまみ食いする人がいます。お店側
も、注意することで商品を買ってくれなくなると考え、
見て見ぬふりをしているのかもしれません。
　

　公共交通機関の使い方にも
特徴があり、バスに乗るときは、
日本のタクシーのように手を挙
げて停まってもらう必要がありま
す。そのほか、日本とは違って車
内で電話しても良いため、通勤中などに相手の様子を声で
確認できます。しかし、話し声をうるさく感じたり、くだらな
い内容の話に不愉快な思いをしたりすることもあります。
　バスの運転手には友好的な人が多く、前の座席の乗客
が運転手と楽しく会話をすることがあるほか、運転手が
歌や口笛を披露するなど、バスの中でちょっとした出し
物を楽しめます。また、ほとんどの乗客がバスを降りると
きに「Thank you」と運転手に感謝を表現します。外国か
ら来た友人は、この習慣をとても気に入ってくれました。
私は母国の良い習慣として、このことを自慢しています。

オーストラリアのバス

　顔の前を飛ぶハエや蚊を追い払う動作を
「Aussie Salute」と表現します。「Aussie」は皆さ
んが知っているとおり、オーストラリアとオースト
ラリア人のことです。「Salute」は敬礼するという
意味で、兵士が上官に対して行う動作です。顔
の前で勢いよく手を振る姿が敬礼の姿に似てい
るため、誰かが面白がって使い始めたそうです。

O ＴＳオージー・スラング・タイム
オーストラリアのスラングを学ぼう

"Aussie Salute"
読み方　「オージー・サルート」
意　味　「顔にたかるハエなど
を手で払いのける動作のこと」

韓国語を
学ぼう　

内容・とき
●�入門クラス＝４月９日㈫から毎週火曜日
（月３回）午後７時～８時 30 分
●�初級クラス＝４月12日㈮から毎週金
曜日（月３回）午後７時～８時 30 分

ところ　遠賀韓国会館（水巻町）
定　員　各20人※先着順
費　用　月2,500 円※テキスト代は別
申し込み・問い合わせ　遠賀韓国会館
☎201-1823
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